




































　最近、齋藤希史は前後して『漢文脈の近代』 （名古屋大学出版会・二〇〇五年） 、 『漢文脈と近代日本』 （日本放送出版協
会・二〇〇七年） どの著書を出して、近代東アジアの漢文世界の全体を捉え直した。それによると漢文脈とは漢詩文を中心にしてのものであり、たとえば森鷗外の『航西日記』などの漢文で綴った紀行文が含まれているが、文人の手すさびとして書かれた小説はその周縁的なものと見なされていた。
　さらに齋藤希史の定義を敷衍してみると漢文の紀行文 みならず、読み下し体に書き替えられた森鷗外の『独逸日記』も
漢文脈において捉えられる。このよう 定義の下で、本稿では細 い相違を問題とせず、近代中国人の渡欧日記、近代日本人の の渡欧日記およびそこから和文に書き替えられた日記という三種類 紀行 を同じ次元で扱ってみたい。
　紀行あるいは紀行文という言葉は漢字で表記されてはいるが 日本語式の漢語であり、今日の中国ではあまり使われてい
ない。現代中国語で、それに当 る言葉はいくつかがあるが 遊記はその かのひとつであ
る（６）
。日記は必ずしも紀行文のこ










記』 （ハワイ遊記）を通して間接的に紀行文とはなにかということを考えてみる。その上で王韜の『扶桑遊記』と森鷗外の『独逸日記』について分析して、紀行文の外見を「散文＋韻文」 、その中身を「風景＋エロス」と図式化してみたい。論の終わりに、今日では近代初期の中国人と日本人 紀 から何が考えられるのかということに触れてみ
二 　近代中国人と日本人の渡欧日記
　近代中国人と日本人の渡欧日記を考察するには、鐘叔河編の『走向世界叢書』と久米邦武編の『米欧回覧実記』から始め











外に読まれたということから見れば、斌椿、王韜、成島柳北と森鷗外の四人のテクストにおいて、クリステヴァが主唱した間テクストの問題が歴然と存在する。言い換えればテクストの受け手にとって、このような近代中国と日本の紀行文の間には単に影響関係があるのみならず、今日のわれわれ とって、こ ようなテクストから様々なことを見出すことが可能なである。それは近代中国人だけの渡 日記、ある は近代日本人だけ 渡欧日記を通してなかなか到達できる ろではない。
　さて、この四人の渡欧時期はそれぞれ異なるが、香港からマルセーユまでの航路は同じであり、おおよそ四十日ほどか
かった。そして船がサイゴンやシンガポール どの港に着くと 石炭や食用の水などを補充する。その合間を利用して、船客が上陸して観光したりする。それゆえに彼らの日記には似てい 記述が多く見ら る である。たとえば、シンガポールとマレーシアなどの港には次のような技を持ってい 子供がいた。　　①斌椿『乗槎筆記』
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新嘉坡古名息力，與麻六甲旧皆番部，属暹羅，今則咸稱為新嘉坡。小船刳木為之，鋭其両端。小兒鼓棹啁啾。客皆以

































































































ヘン戦争以後、中国人は日本人より早く西洋に出会ったし、早 渡欧したが、全体的にいうと日本人ほど西洋の言葉を積極的に学ばなかったということがあるからである。たとえば、王韜および王韜より早く宣教師に雇われた中国人は殆ど 時間を宣教師の翻訳を添削するために費やしたが、 『ターヘル・アナトミア』を訳 杉田玄白 ちのように完全に西洋の言葉から翻訳を行なうことは彼らの手によってはなされなかっ 。王韜を含めて、宣教師と共 一緒にバイブルなどを翻訳した中国人はあくまでも脇役のような存在 すぎなかった。
　それはともかく、近代中国人の渡欧日記が成島柳北や森鷗外などの近代日本人に読まれ、渡欧日記を記すときに参考とさ





























































　一八七九年に来日した王韜は、日本 来た最初 中国 人として中村正直たちに褒めそやされた。そして、この旅を記し






幕府に関係の深かかった知識人の設けてくれた宴会に参加し 漢詩の唱和をしたりして忙しい日々 送った。そして、ほぼ毎晩妓楼 遊んで、遊女と一緒に送る夜が多かっ 。
　中国近代史において王韜はよく られている人物であるが、黄遵憲などに比べ、あまり研究されていない。 『扶桑遊記』
























い。あくまでも『扶桑遊記』を通して紀行文とは何かを明らか し、その内実と 風景のほか エロ にも深くかかわっていることを示すためである。それのみならず、風景とエロスを視角にするこ によっ 、王韜の旅の全体および『扶桑遊記』の構造がはっきりと見えてくる。
　王韜は一八七九年閏三月九日（陰暦、以下も同じ）に上海を離れて日本へ 旅に立った。十二日に長崎、十四日に神戸、
十七日に大阪、二十日に京都、三月の二十五日に横浜に着いた。こ 日から王韜と日本知識人の漢詩唱和が始まったのる。先ほど触れたように、そのなかに旧幕府に勤めた人が多く、明治時代に入って以後 失意 文人 なり 悲運に通じ ところが多かった。失意の心を慰めるため 、酒色 生活を求め のであろう。
　王韜の東京での日々の生活は酒、風景とエロスからなる三位一体のようなものとし 捉えることができる 王韜の早期の
















矯メテ節ヲ飾リ、以テ庸流ニ悅ヲ求メント欲スルガ キハ、吾ノ為サザルコト也。 （中略）世ハ但ダ好色ナラザルノ偽君子タルヲ知ルノミニシ 、好色ノ真豪傑タルヲ知 ズ、此レ真ニ常人ノ見ナルカナ。 ］



























































































































　ただし『航西日記』に比べ、 『独逸日記』 ほうは漢詩の数があまりにも少ない。 『舞踏歌』などを除いて、 『独逸日記』






















生があまりにも少なかった。それ あくまでも 個人 生活の問題 のでこれ以上の立ち入りを控える。
　では、森鷗外と弟の篤次郎にとってのエロスをどのように考えればいいのか。そこで明清小説などのテクストによって支
えられたエロスを考える必要があると思われる。それ ついて 篤次郎の「通新町の三人娘」の品定めを見て見よう。










　この手紙は全体として簡単に漢文調の文章に復元できるのみ らず、 「娘子」 、 「秋波」などの言葉が示しているように、












































　紀行文に具体的にどのような田舎の模様が描かれたのか ともかく、森鷗外 成島柳北 『航西日乗』などの紀行文 真
似ながら『航西日記』を記したのみならず、ドイツに留学して る間、紀行文 よく記したのは確か ことである。
　明治十九年九月二日のスタルンベルヒ湖 旅についてもう一つ強調したいのは、この旅で森鷗外が一気 漢詩を五首作っ









































きた。一つの定義によって演繹するのではない で 直接的な論述 り間接的な論述が多く為された。
　明治時代の渡欧日記は、江戸中後期の知識人が長崎で「蘭館」と「唐館」をまわって残した とは違うし、大正時代











のではなく、西洋ではＴ・Ｓ・エリオットの『伝統と個人の才能』 、東アジアでは「述而不作」の極意を体得した顧炎武「抄書」 、森鷗外の「歴史其儘と歴史離れ」などにおいて似ていることが考えられたからである。エリック・ホブズボウムによれば伝統は創られたもの あるが、それにもかかわらず、今日のわれわれにとっ 伝統 そん に簡単に切り捨てられるものでもなかれば、またそんなに簡単に継承でき ものでもない
　近代という全体の問題はともかく、近代小説 性を考えるには、小説そのも を分析するほかに 小説とこの世から
消失した紀行文との内在的な関連についての考察がひとしお重 になってくる。近代を近代に からしむる土壌がここ あるからである。
　本論では、論の力点が紀行文 外見ではなく、紀行文の内実についての分析 置かれた。とはいえ紀行文の内実より










進化」のなかに「文章ヲ書カンニハ支那文学ヲ修ムルノ緊要ハ、昔時ニ比ブレバ却テ一層ノ切ナル」 、 「一方ニ於テハ支那語ノ用ヲ繁クシナガラ、却テ一方ニ於テ其字ヲ廃セント議スルハ、是レ猶轅ヲ西シテ車ヲ東ニ行カシメント欲スルニ同ジカルベシ」と述べている。 『明治文学全集
11──福地櫻痴集』 、筑摩書房、一九六六年、三七七頁、三七八頁。それによって、明治時代の言文一致運動は啓蒙者たちの
思った通りに出来なかったということがわかる。













（７） 　深沢徹『自己言及テキストの系譜学』森話社、二〇〇二年、七〇頁。（８） 　成島柳北『航西日乗』 『明治文学全集４──成島柳北 　服部撫松 　栗本鋤雲』筑摩書房、一九六九年、一一九─一二〇頁。王韜『漫遊
随録』 『走向世界叢書』第六巻、岳麓書社、二〇〇八年、七一頁。















16） 　梁啓超「夏威夷遊記」 『飲氷室文集』呉松他点校、雲南教育出版社、 八二四
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38） 　三好行雄「 〈妄想〉漢文の地底」 森鷗外・夏目漱石 『三好行雄著作集』 （第二巻） 、筑摩書房 一九 三年、八三
（
39） 　『独逸日記』には井上哲次郎 名前が頻繁に出ている。井上哲次郎は森鷗外のために『盗侠行』を添削したり、評語を書いたりし、また戯れに森鷗外にゲーテ 『ファスト』を漢詩体で訳 ことを頼んだ。森鷗外は漢詩体で ファスト を訳しなかった 、日本に帰朝した後、いち早く西洋の抒情詩を漢詩訳して『於面影』という詩集を編纂した。
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８ 明治二十年九月十七日。起ちて客窓を啓けば、城達 Schlossplatz の苑、
緑樹露を帯び、秋花香を吐く。快比なし。
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